







In Japan, with the accident at TEPCO’s Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant in 
March 2011, heat from coal was assigned to the role of bringing relief, but after the Paris 
Agreement at COP21 (the 21st session of the conference of the Parties, United Nations 
Framework Convention on Climate Change) in December 2015, headwinds began to 
blow.
There is also the influence of the shale revolution in the United States, leading the 
coal industry to being regulated to bankruptcy.
In this paper we will touch on the trends in foreign countries, and while comparing 
oil and natural gas as the same fossil energy, it will make compilations from the point 
of view of market economics concerning characteristics of supply and demand of coal 
for the purpose of contributing globally and locally, clarifying the outlooks of future coal 















































































































































































































































































































































































? 100 万 kW の発電所のために石炭がもっとも量的に多くの燃料を必要とするが、量が多くともその石
炭が国際間の商品として国際取り引きがなされている。 
? 石炭の海上輸送が国際的に拡大したのは 1960 年代からである。世界的な製鉄需要を賄うための原料
炭を輸送するためである。一般炭については、1970 年代の石油危機以降、石油代替化の推進から石炭
火力向けの国際海上輸送が飛躍的に拡大した。 




























































? 石油製品（重油、軽油、ガソリンなど）? タンカー、パイプライン? ×?













る。100 万 kWh の火力発電所を 1 年間運転するために必要な燃料の量と輸送方法についてである。い
ずれも定期点検などの停止期間を考慮し、ベースロード供給力として発電するとして設備利用率 70％、



































? 100 万 kW の発電所のために石炭がもっとも量的に多くの燃料を必要とするが、量が多くともその石
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? この結果、この 20 年の間に、石油の可採年数は増え、石炭の可採年数は半減している。 
? 石炭の場合、埋蔵量自体が減少し、生産量が倍増しているのに対し、石油の埋蔵量は 7 割増、生産量
























































































































































　※出典 :海外＝排出量：OECD.StatExtracts Complete databases




































































































































? 世界第 1 位の石炭消費国は中国であり、第 2 位はインドであるが、世界の輸入シェアにおいても中国
が第 1 位、インドが第 2 位である。 









































































































































世界計? ??????? （???）? ???? ??????? （???）? ?????? （???）?
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?
シェア?
米国? （????％）? 中国? （????％）? 中国? （????％）? インドネシア? （????％）? 中国? （????％）?
ロシア? （????％）? 米国? （????％）? インド? （????％）? オーストラリア? （????％）? インド? （????％）?
中国? （????％）? インド? （???％）? 米国? （????％）? ロシア? （????％）? 日本? （????％）?
オーストラリア? （???％）? オーストラリア? （???％）? ドイツ? （???％）? 米国? （???％）? 韓国? （???％）?
インド? （???％）? インドネシア? （???％）? ロシア? （???％）? コロンビア? （???％）? 台湾? （???％）?
ドイツ? （???％）? ロシア? （???％）? 日本? （???％）? 南アフリカ? （???％）? ドイツ? （???％）?
ウクライナ? （???％）? 南アフリカ? （???％）? 南アフリカ? （???％）? オランダ? （???％）? オランダ? （???％）?
カザフスタン? （???％）? ドイツ? （???％）? ポーランド? （???％）? カナダ? （???％）? 英国? （???％）?
南アフリカ? （???％）? ポーランド? （???％）? 韓国? （???％）? カザフスタン? （???％）? トルコ? （???％）?
インドネシア? （???％）? カザフスタン? （???％）? オーストラリア（???％）? モンゴル? （???％）? ロシア? （???％）?












国名? 国内石炭生産? 輸入? 輸出? 供給量計? 消費量計?
世界? ??????? ?????? ?????? ??????? ???????
＜産炭国輸出型＞?
米国? ?????? ???? ????? ?????? ??????
ロシア? ?????? ????? ????? ?????? ?????
?ポーランド? ????? ???? ????? ????? ?????
インドネシア? ?????? ???? ?????? ????? ?????
オーストラリア? ?????? ?? ?????? ????? ?????
＜産炭国輸入依存型＞?
ドイツ? ????? ????? ???? ????? ?????
中国? ??????? ?????? ???? ??????? ???????
インド? ?????? ?????? ???? ?????? ??????
＜消費国輸入依存型＞?
日本? ―? ?????? ???? ?????? ?????











生産量? 消費量? 輸出量? 輸入量?
世界? ????億トン? ????百万トン? ????百万トン? ????百万トン? ????百万トン?
?
シェア?
米国? （????％）? 中国? （????％）? 中国? （????％）? インドネシア? （????％）? 中国? （????％）?
ロシア? （????％）? 米国? （????％）? インド? （????％）? オーストラリア? （????％）? インド? （????％）?
中国? （????％）? インド? （???％）? 米国? （????％）? ロシア? （????％）? 日本? （????％）?
オーストラリア? （???％）? オーストラリア? （???％）? ドイツ? （???％）? 米国? （???％）? 韓国? （???％）?
インド? （???％）? インドネシア? （???％）? ロシア? （???％）? コロンビア? （???％）? 台湾? （???％）?
ドイツ? （???％）? ロシア? （???％）? 日本? （???％）? 南アフリカ? （???％）? ドイツ? （???％）?
ウクライナ? （???％）? 南アフリカ? （???％）? 南アフリカ? （???％）? オランダ? （???％）? オランダ? （???％）?
カザフスタン? （???％）? ドイツ? （???％）? ポーランド? （???％）? カナダ? （???％）? 英国? （???％）?
南アフリカ? （???％）? ポーランド? （???％）? 韓国? （???％）? カザフスタン? （???％）? トルコ? （???％）?
インドネシア? （???％）? カザフスタン? （???％）? オーストラリア（???％）? モンゴル? （???％）? ロシア? （???％）?












国名? 国内石炭生産? 輸入? 輸出? 供給量計? 消費量計?
世界? ??????? ?????? ?????? ??????? ???????
＜産炭国輸出型＞?
米国? ?????? ???? ????? ?????? ??????
ロシア? ?????? ????? ????? ?????? ?????
?ポーランド? ????? ???? ????? ????? ?????
インドネシア? ?????? ???? ?????? ????? ?????
オーストラリア? ?????? ?? ?????? ????? ?????
＜産炭国輸入依存型＞?
ドイツ? ????? ????? ???? ????? ?????
中国? ??????? ?????? ???? ??????? ???????
インド? ?????? ?????? ???? ?????? ??????
＜消費国輸入依存型＞?
日本? ―? ?????? ???? ?????? ?????

























米国? ??????? ??????? ????? ????? ????? ???? ????
ロシア? ?????? ??????? ????? ????? ????? ???? ????
ポーランド? ????? ??????? ????? ????? ????? ?? ????
インドネシア? ?????? ??????? ????? ????? ????? ?? ?????
オーストラリア? ?????? ??????? ????? ????? ????? ?? ????
＜産炭国輸入依存型＞?
ドイツ? ?????? ??????? ????? ????? ????? ???? ?????
中国? ??????? ??????? ????? ????? ???? ???? ?????
インド? ?????? ??????? ????? ????? ???? ???? ?????
＜消費国輸入依存型＞?
日本? ?????? ??????? ????? ????? ????? ???? ????
英国? ?????? ??????? ????? ????? ????? ???? ????
＜参考＞?























米国? ??????? ??????? ?????? ????? ?????
ロシア? ?????? ?????? ?????? ????? ?????
?ポーランド? ????? ????? ?????? ????? ?????
インドネシア? ?????? ?????? ?????? ????? ?????
オーストラリア? ?????? ????? ?????? ????? ?????
＜産炭国輸入依存型＞?
ドイツ? ?????? ?????? ?????? ????? ?????
中国? ??????? ??????? ?????? ????? ?????
インド? ?????? ?????? ?????? ????? ?????
＜消費国輸入依存型＞?
日本? ?????? ?????? ?????? ????? ?????

















　　資料：OECD ENERGY BALANCE 2014よリ作成
　　（注）TPES：Total Primary Energy Supply
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主要国のエネルギー供給構成（2013年）
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　対象：Electricity Plants + CHP Plants
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　　（注）電力用：Electricity Plants + CHP + Heat Plants
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???? ???? ???? ?????日本・?次ｴﾈﾙｷﾞｰ国内供給・油主炭従（↘）?

























? ? ? 第 ?次石油危機（↗）?
































???? ???? ???? ?????東日本大震災（↗）?





















































































? かつては、発生する石炭灰の処分は埋立処分が基本であったが、すでに 1955 年頃から石炭灰を有効
利用することが始まった。当初は、コンクリート用混和材としてダム建設に活用されていたが、その後、
石炭灰の化学的成分構成や、保水性、吸着性、軽量性などの特徴を活かした研究開発が進み、現在では、
セメント分野（セメント粘土代替材として、セメント混和材として）を中心に、土木、建築、農林・水
産など多分野で有効利用が進んでいる。 
 
石炭灰の処理状況（????年）?
単位万トン?
? 分野? 処理状況?
有
効
利
用?
セメント分野? ???（???）?
土木分野? ???（???）?
建築分野? ??（??）?
農林・水産分野? ??（??）?
その他? ???（???）?
? 最終処分（埋立）? ??（??）?
? 計? ????（????）?
資料：石炭エネルギーセンター?
 
? 石炭灰の有効利用をはかるためには、石炭の性状によって、また燃焼方法によって石炭灰の性分が異
なることから灰の性状管理が必要で、有価物として安定供給するには難しさを伴うが、石炭灰の有効利
用が進んだ背景として、埋立処分場の確保の困難性が増していたことと循環型社会のためのリサイクル
促進運動が追風となった事実がある。 
? しかしながら、石炭灰の有効利用にはいくつかの問題点がある。 
? 最大の問題は、石炭灰を有効利用するためには何らかの加工作業を加えて価値を付加する必要がある
が、その加工に要する費用（加工のために運搬する必要も含まれる）をだれが負担するのかという問題
である。有価物として取り引きするためには、有価物の引き取り者がその代価として加工に要する費用
を負担しなければならないが、実際には、逆有償で石炭灰排出者が費用を負担して、あるいは補助金と
して公的負担を導入して加工された「有価物と称する物」を引き取り者に引き渡している。いわゆるテ
ィッピングフィーの問題が発生している。 
? これでは、廃棄物を引き取り者に引き渡し、廃棄物処理費用を石炭灰排出者が負担しているにすぎな
い。廃棄物処理法上、費用負担することによって、産業廃棄物排出者としての責任をはたしているよう
に思えるが、産業廃棄物としての取り扱い上の問題が残る。有価物として廃棄物ではないとのとらえ方
で自由に持ち出し、加工していることになり、廃棄物処理法上の問題が残る。 
? また、石炭灰排出者が費用負担しているということは電気料金に上乗せされるということである。 
? 電力自由化が進む現在、大気汚染環境対策費用の上乗せに加えて、「有価物と称する物」に係わる費
用を電力消費者は負担し石炭の相対的な経済性を不利にしている。「有価物と称する物」の便益者が費
用負担していないという不公平の問題も引き起こしている。 
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　石炭灰の有効利用をはかるためには、石炭の性状によって、また燃焼方法
によって石炭灰の性分が異なることから灰の性状管理が必要で、有価物とし
て安定供給するには難しさを伴うが、石炭灰の有効利用が進んだ背景として、
埋立処分場の確保の困難性が増していたことと循環型社会のためのリサイク
ル促進運動が追風となった事実がある。埋立処分よりも経済性が良いことも
期待された。
　しかしながら、石炭灰の有効利用にはいくつかの問題点がある。
　最大の問題は、石炭灰を有効利用するためには何らかの加工作業を加えて
価値を付加する必要があるが、その加工に要する費用（加工のために運搬す
る必要も含まれる）をだれが負担するのかという問題である。有価物として
取り引きするためには、有価物の引き取り者がその代価として加工に要する
費用を負担しなければならないが、実際には、逆有償で石炭灰排出者が費用
を負担して、あるいは補助金として公的負担を導入して加工された「有価物
と称する物」を引き取り者に引き渡している。いわゆるティッピングフィー
の問題が発生している。発電会社として逆有償が埋立の代替と考えると埋立
費用を最大として費用負担することが可能であるとの考え方である。
　これでは、廃棄物を引き取り者に引き渡し、廃棄物処理費用を石炭灰排出
者が負担した上で、石炭灰有効利用の結果である新たな製品が市場価値を生
み、市場取り引きされる（その取り引きにおける原価は石炭灰排出者が負担
していることになる）ことになる。
　また、廃棄物処理法上、費用負担することによって、産業廃棄物排出者と
しての責任をはたしているように思えるが、産業廃棄物としての取り扱い上
の問題が残る。有価物として廃棄物ではないとのとらえ方で自由に持ち出し、
加工していることになり、廃棄物処理法上、問題である。
　また、石炭灰排出者が費用負担しているということは電気料金に上乗せさ
れるということである（石炭灰排出者即ち石炭火力発電事業者の逆有償費用
は火力発電原価の約4％）。
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　電力自由化が進む現在、大気汚染環境対策費用の上乗せに加えて、「有価
物と称する物」に係わる費用を電力消費者は負担しているのみならず、発電
市場において石炭の相対的な経済性が不利となる一因となっている。「有価
物と称する物」の便益者が費用負担していないという不公平の問題を引き起
こしている。
　ここにも埋没費用負担の問題が生じている。この問題の解決のためには、
石炭灰有効利用有価物取り引き市場を整備することが大事となり、具体的
には、石炭灰を加工するなど有価物とするための費用の削減をはかること
（このためには、加工工程の合理化の他に、排出される石炭灰の性状が安定
するような発電方法の工夫が考えられる）及びこの市場への新たな参加者
（ENTRANT）を見い出すことENTRANTが費用負担できる状況をつくること、
他に公的負担、CO2排出権取り引きのように新たな負担者を見い出す工夫な
どが市場整備のためのきっかけになると考えられる。
　また、市場のためには、取り引きのための情報流通、需要開拓のためのマー
ケティングが必要となる。
　このためには、第一に、循環型社会では様々な廃棄物に関してマニフェス
トが明らかにする役割をはたしているが、石炭灰に関しても循環型社会の共
通の課題でもある物量、資金のながれをトレースし、分析することから石炭
灰有効利用情報をつくり出す必要がある。
　石炭灰は循環型社会でいうところの静脈を流通する物質である。静脈にお
ける石炭灰の有効利用有価物市場が整備されれば、石炭灰と同じ性状をもつ
代替財、補完財が集まり市場が拡大し、有価物の安定供給が実現する。この
ため、例えば、鉄鋼スラグ有効利用などと協調し、市場を整備し、拡大する
ことを第二の課題として指摘したい。
　第三の課題は、石炭灰の輸出が始まっていることである。
　きっかけは、現在の石炭灰有効利用の最大の需要先であるセメント需給が
緩和し、国内のセメント産業の石炭灰引き取りが厳しい見通しとなったこと
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である。
　輸出された石炭灰は輸出先のセメント需要増加に呼応し、セメント原材料
として有効利用されている。
　有害廃棄物の国際間越境問題についてはバーゼル条約をクリアする必要が
あるが、有価物であり、最終処分、リサイクルは対象としていない解釈で進
めている。
　石炭灰の輸出問題については、技術上の整合、防疫上の相互理解に基づく
多くの問題が今後浮上するものと思われるが、基本的には、石炭がグローバ
ルな取り引き慣行についてかなり蓄積されているにもかかわらず、静脈の石
炭灰についての経験は乏しい。相互の国々のウインウインな関係を求めるバ
イラテラルな推進をはかるだけではなく、その基礎としてマルチな合意形成
が急務であると指摘したい。
　そして、輸出を進めるにあたっても、石炭灰の物量、資金のながれに関す
る情報流通をはかり、国内での安定した静脈市場形成が基盤となる整備をは
かり、さらに発展問題である国際問題として、その市場の国際化を官民協調
して目指すのが常道ではないかと思われる。
５．（結章）石炭政策の課題、課題に対する私論
　地球温暖化防止を目的とする環境問題の特徴は、影響が地球規模に及ぶこ
ととその主たる原因は人間にとって不可欠な化石エネルギーを燃焼すること
であり、従って、原因者が不特定多数で被害者も不特定多数であるというこ
とである。
　もう一つの特徴は、その被害が及ぶのは22世紀であるので、長期の取り
組みが求められるということである。もっとも、被害は原因の蓄積であるの
で、何もしないで22世紀になるのを待てばよいということではなく、22世
紀まで取り組みを持続させなければならないことである。
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　以上、二つの特徴を考え合わせると、汚染者に責任及び費用支払を求める
汚染者負担の原則が望まれるのではない。対策ができるところから、進める
確実性を持続させることが大事であり（できないところをそのままにしてお
けばよいということではなく、費用対効果を考え時間をかけて確実に進める
順位づけが求められている）、その確実さを選定するために経済効率性に着
眼し、排出権取り引きなど市場経済メカニズムに基づく政策の効果が重視さ
れている。経済効率性の高いところから順に地球温暖化対策を進めている。
その経済効率性が高いところが、地球のどこにあるのかは問わない、即ち地
域性は重視しないということである。
　現在まで、石炭は、地球温暖化を促進する原因であったこと、さらに今後
もその事実が続くことは明らかである。その事実をふまえて、地球温暖化防
止に貢献するためには、石炭を今後どう扱えばよいか、そのために有効な政
策はどうあるべきか。
　石炭を利用しないことがもっとも地球温暖化防止に役立つように思えるが、
石炭を利用しないことが地球温暖化防止の基盤を崩し、防止の原動力不足を
招き、ブレーキをかけてしまうことが懸念される。このために失うマイナス
について考えなければならない石炭のベーシックな埋没費用の問題がある。
　マイナスをプラスに転化させることを期待するのではなく、我慢しながら、
マイナスを少しでも減らしながら、マイナスのおきどころ（だれがマイナス
の引き受け者なのか）をみつける石炭政策を探し出すことが課題である。
　上述した地球温暖化防止対策の特徴を考え合わせると、今、すぐに、地球
上のすべてで石炭離れをする必要はない。石炭離れの急ブレーキをかけるこ
との反作用の少ないところから石炭離れを進めればよいことになる。ところ
が、石炭離れの旗をふる国々から石炭離れをすればよいと短絡的に考えるこ
とは禁物である。石炭はエネルギー資源として人々にとって必需性が高かっ
た遺産に配慮しながら、石炭離れの代替、補完への信頼性を確認すること（埋
没費用がどのくらいでだれが負担するのか注目すること）が大事である。
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　この点で、３章で述べた「産炭国輸出型」の国々の石炭政策には長期の視
野から政策を改めて見直すべきだと述べたい。
　化石エネルギー資源を比較すると、石炭にはさまざまな特徴があるが、供
給するために大型のインフラ整備を必要とする（埋没費用問題を引き起こす
ことにつながる）が、取り引きに自由さがあることに注目したい。この自由
さがあるために、多様な石炭離れが可能となる。今後の石炭政策は、むしろ、
石炭離れの多様性を活かし、豊富な石炭の有効な配分を行うことが大事であ
る。配分は地理軸で世界全体に対して行うことであり、次世代との時間軸で
行うことである。埋没費用を石炭市場取り引きに含めることが無理であれば、
短絡的に公的な負担に結びつけない方法もこの自由さがあれば可能と考えた
い。
　このためには、地域の固有性を勘案しながら、石炭の便益と費用（地球温
暖化への影響を防ぐ費用や既に投資したインフラの未回収となる費用も含む）
を正確に把握し、費用対効果を石炭政策の基準に固定し、石炭利用の責任を
明確にすることが第一に重要となり、次に、その範囲内での費用の支払い者
を明らかにすることである。責任者が必ずしも実施者、支払い者であるとは
限らない。支払い者には必ずしも支払う原資があるわけではない。
　輸送技術を世界で共有する前提にたち、世界全体を範囲として、採掘、利
用技術の相互活用し、石炭を有効に利用しながら、世界全体として石炭離れ
を目指すべきである。
　このためには、国際間の合意、ルールづくりが重要となる。
　その際、他の化石エネルギー資源の利用に比べて大型のインフラ整備が必
要となり、地域の固有性に依存する部分が多いため、一方で地域の自主性を
尊重すること、また、石炭そのものの取り引きだけではなく、利用後の静脈
での取り引きに関する合意、ルールづくり、情報開示及び分析にも注目し、
費用の支払い者の分担をならし、分散することも今後の課題である。
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　わが国では、既存の石炭火力の有効活用をはかり埋没費用の削減をはかる
こと、地域経済への貢献度が強いことから、東日本大震災後の復興策との相
互性を求めるなど石炭利用地域を限定し、埋没費用の発生を特定化し、長期
的な視野から十分な管理を行うこと、また、世界レベルの埋没費用負担者に
率先してなる観点（広義の国際貢献）から、これまでに蓄積し、今後も発展
の可能性のあるクリーンコールテクノロジーなど技術の費用負担者を世界広
く探すことなどより一層、世界に視野を向け、地球温暖化に対する短期では
なく長期のビジョンのもと、わが国独特の政策を構築することが期待される。
その際、わが国の技術の世界的普及は埋没費用管理と両輪であることが大切
なことである。
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